
近江八幡市気候非常事態宣言 

地球温暖化の影響とみられる記録的な猛暑や局地的な集中豪雨に

よる洪水などが、国内のみならず、世界各地で毎年のように発生して

います。深刻な被害をもたらしている近年の状況から、地球温暖化は、

気候変動の域を超えて危機的ともいえる状況に直面していると考え

られます。 

２０１５年に採択された「パリ協定」では、世界の平均気温上昇を

１．５℃までに抑えることが目標として掲げられ、この目標を達成す

るためには、２０５０年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにする

ことが求められています。 

本市は、西の湖やその周辺の水郷地帯などのほか、平野部には豊か

な農地が広がり、周囲の山々とともに里山景観を形成するなど、非常

に豊かな自然環境に恵まれています。 

安心して豊かに暮らすことのできる環境を後世に継承し、ＳＤＧｓ

の目指す持続可能な社会の実現のため、現在の気候変動が地球規模で

危機的状況であることを認識するとともに、今を生きる我々市民、事

業者及び行政が一体となって環境に対する意識を高め、一人一人が積

極的かつ継続的に行動することが必要です。 

このようなことから、本市は、ここに、気候非常事態を宣言し、私

たちが環境の一部として健全な関係を築くことのできる経済・社会活

動を推進するとともに、２０５０年までに二酸化炭素の排出量を実質

ゼロにすることを目指します。 
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